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BELT  -REPLACEMENT-

ベルト交換方法

e対象型式：SVKN・SVKR

専用サイト　http://fa.misumi.jp/cvs/
コンベヤの選定や構成部品の購入、
メンテナンス部品の簡単検索が可能です。

STEP1

qベルト交換方法 ～ヘッド駆動～ qベルト交換方法 ～中間駆動～

＊ ベルトは搬送方向が指定されています。
ベルト裏面の矢印と搬送方向に注意し
てベルトを取り替えてください。

＊ ベルトは搬送方向が指定されています。
ベルト裏面の矢印と搬送方向に注意し
てベルトを取り替えてください。

張り具合が分からなくならないように印をつけます。反対側
も同様に印をつけます。

STEP1
プーリホルダ固定用ネジを４箇所、少しだけ緩めます。（完
全に緩めるとプーリが落下するためご注意ください。）反対
側も同様に緩めます。

STEP2

E対象型式：SVKA・SVKB

Qベルト蛇行調整方法 ～ヘッド駆動～ E対象型式：CVSA・CVSB・SVKA・SVKB（写真はCVSA）
ESVKA・SVKBの場合はテンション調整用ネジがプーリホルダ先端側になります。

Qベルト蛇行調整方法 ～中間駆動～ E対象型式：CVSN・CVSP・SVKN・SVKR（写真はCVSN）
ESVKN・SVKRの場合はSTEP3がありません。

まず、テンション調整用ネジを止めているナットを緩め、テン
ション調整用ネジを少しずつ締めていきます。締めすぎると
逆方向へ寄りますので、その場合はネジを緩めてください。

STEP2
次第に蛇行が取れ、平行になります。緩めていたナットを
締め直して完了です。調整後、そのまま暫くコンベヤを稼
動させておくことで、ベルトが安定します。

STEP3
ベルトが片側に蛇行している状態で、コンベヤを稼動させ
ます。蛇行調整は、ベルトが寄っている側のテンション調
整用ネジで行います。

STEP1

テンション調整用ネジを緩めて完全に外します。反対側も
同様にネジを緩めて外します。

STEP3
両側のプーリホルダを本体側に寄せます。

STEP4
ベルトの搬送方向を確認し、ベルトを付け替えます。

STEP5

テンション調整用ネジ（両側２箇所）をステップ1でつけた目印のと
ころまで締め、張り具合を調整します。このとき、プーリホルダとアル
ミフレームが平行であることを確認しながら作業を行ってください。

STEP6
プーリホルダ固定用ネジを４箇所完全に締めます。反対側
も同様に4箇所完全に締めて完了です。

STEP7

側面板のMiSUMiロゴが下側になるように置き、ネジを６箇
所外してカバーを外してください。

STEP1
張り具合が分からなくならないように印をつけます。

STEP2

テンション調整ボルト2箇所を外してテンション調整用の
ローラを引き抜いてください。

STEP3
側面板のボルトを8箇所緩めてから、側面板を真っすぐに
持ち上げて外してください。（内部のプーリが倒れる恐れが
あるためご注意ください）

STEP4
ベルトを上方向に抜き、ベルト搬送方向を確認し、新しい
ものと交換してください。

STEP5

ベルト交換後、側面板を上からかぶせます。その際に2本
のローラの軸が側面板の穴に入っていることを確認して
側面板を取付けてください。

STEP6
テンション調整用のローラを挿入して2本のテンション調
整ボルトをステップ2でつけた印の位置まで戻します。この
とき、ベルトが片寄らないように気をつけます。

STEP7
配線穴に配線を通してからカバーを矢印の方向に取付
け、６箇所のネジを締めて完了です。

STEP8

ベルトが片側に蛇行している状態で、コンベヤを稼動させ
ます。蛇行調整は、ベルトが寄っている側のテンション調
整用ネジで行います。

STEP1
まず、中間駆動部のテンション調整用ネジを止めている
ナットを緩め、テンション調整用ネジを少しずつ締めていき
ます。締めすぎると逆方向へ寄りますので、その場合はネ
ジを緩めてください。

STEP2
次にプーリホルダのテンション調整用ネジで先ほど同様に
調整を行います。次第に蛇行が取れ、平行になるのを確
認し、緩めていたナットを締め直して完了です。

STEP3
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ベルト交換方法の動画をご覧頂けます。
http://jp.misumi-ec.com/contents/mech/product/cvs/exchange/ミスミ　ベルト交換
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